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表2学 校 の 種 類 と男 女 別 に よ る学 生 総 数
、
2005年7月1日 現在







Contributing 748 109,220 102.311, 211.531,



















SpecialEducation 47 1.775, 1.009, 2.784,
Correspondence 1 2.915, 3.717, 6.632,























































































































表3義 務教 育以 後 の進 学率(%*)2005年 現 在
学年 男子 女子 計
16歳 12 77.1 83.9 80.5
17歳 13 56.6 64.5 60.0
18歳 13.4 13.6 13.5



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2005年7月1日 現 在表4学 年別、科目別の日本関係の主な科目
科目 9年 生 10年 生 11年 生 12年 生 13年 生
経済学 4,484 7,825 8.816, 6.192, 3.076,
地理学 276 973 12,508 7.527, 6.779,
歴史 816 1.896, 11,550 6.555, 5.410,


















日本語 9.914, 4.657, 2,573 1.586, 959































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表5日 本関係の科 目を教える学校数と受講生数(学 年別、科 目別)





















































0 0 0 8
13年 生
(人数)
45+ 0 a 0 45+
計(人数) 1.213+, 2.317+, 112 235+ 3.877,
注:回 答者が人数 を示 さなかった回答 もい くつかあった。その場合 には、「無 回答」 とし
た。 さらに、合計数 の数値 よ り実際 数は多 くなるはずなので、 「+」 印 も加 えた。つ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































どこの 国で も、人 が学 校 で覚 え る他 国 に対す るイ メー ジ とい うの は
一生根 強 い印象 を残 す もの と思 われ る
。 それ故 に 、そ の科 目の内容 ・
適切 な教材 な どを真剣 に考 え なけれ ば な らぬ こ とはい うまで もないだ
ろ う。
この発 表 を始 め る前 に、会 場 の皆 様 に ご協力 い た だ き、 「ニ ュ ー ジ
ー ラ ン ドの子供 達 に、 日本 につ いて何 を学 ん で も らい た い と思 い ます
か?特 に大切 だ と思 わ れ る事 柄 を簡 単 に ご記入 下 さい。」 とい う質 問
に答 えて も らった。 そ して66人 の方 か ら心 の こ もっ た 回答 を頂 い た。
この質問 の 目的 は、 ニ ュー ジー ラ ン ドで教 え られ てい る 日本 に関連 す
る事項 が 、 日本 人が そ れに期 待 す る こと とど う違 うか を調 べ る点 にあ
っ た。双 方の思 惑が どれ だ け合 致 してい るか、 あ るい は ズ レてい るか
が分 かれ ば、将 来 の両 国に お ける相 互理解 へ の手 がか りにな るの で は
ない かだ ろ うか 。 この結 果 はニ ュー ジー ラ ン ドの教 育 関係 者 に報告 し
た い と思 って いる。
コメ ンテー ター の千 田稔先 生 、司 会の 渡辺雅 子先 生、 喜 多川 千寿 様
を は じめ研 究協 力課 の皆 様 、海外 研 究交流 室 の井 口か を り先生 、 たい
へ んお世話 にな りま した。今 回の フ ォー ラ ムに参加 して下 さった方 々





屆 年 月 日 発 表 者.テ ー マ 丶
KIMUchang
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パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ン
「日本および 日本人一外か らのまなざし」










GAOyalCJ驪 寞(山 東 大 学 教 授 ・日文 研 客 員教 授)
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10.3.3 StefanKAISER(筑 波 大 学 教 授)
「和魂漢才、和魂洋才一語彙 ・表記に見る日本文化の特性」
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「『愛玩』一安岡章太郎の 『戦後』のは じまり」




(モナ シュ 大学 助 教授 ・日文研 客 員 助 教授)
「『道行 き』 と日本文化一芸能を中心 に」
グ レ ン ・ フ ソ ク
10.12.8
GlennHOOK









「『中 』の シ ン ボ リズ ム につ い て一 宇 宙 論 か らの ア プ ロ ー チ」
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「日本の民主主義一沖縄からの挑戦」




(ハ ー バ ー ド大 学 教 授 ・日文研 客 員 教 授)
「うたの色々:翻 訳は詩歌の詩化または死化?」
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(国立全献 学校副搬 旧 文研客員助鞭)丶
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KennethL.RICHARD
30
12.6.13 (県立長崎シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
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李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)
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エ ッ ケ ハ ル ト ・ マ イ
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ジ ョ ナ サ ンM.オ ー ガ ス テ ィ ン
⑩
13.9.18 JonathanM.AUGUSTINE(日 文研外 来研 究員)
「聖人伝 、高僧伝 と社会事業一古代 日本 、 ヨーロ ッパの高
僧 を中心 に一」





13.11.13 官 文娜(日 文研外国人研究員)
144 「日本社会における 『近親婚』と中国の 『同姓不婚』 との
比較」
チ グ サ キ ム ラ ス テ ィー ブ ン
13.12.11
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申 昌浩(日 文研 中核的研究機関研究員)
「親 日仏教と韓国社会」




























ア レク シア ボ ロ
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厂神代文字 と日本キ リス ト教一 国学運動と国字改良」
ス ー ザ ンL.バ ー ン ズ
14.12.10 SusanL.BURNS
156 (米 ・シカゴ大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「問題化された身体一 明治時代における医学 と文化」










リ チ ャ ー ドH.オ カ ダ
15.3.11
RichardH.OKADA
159 (米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)
















162 (韓国 ・仁荷大学校副教授 ・日文研外国人研究員)
「詩の翻訳は可能か一金素雲訳 『朝鮮詩集』の場合一」
ボ イ カ エ リト ツ ィ ゴ バ
15.7.8
BoykaElitTSIGOVA
!63 (ブルガリア ・ソフィア大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「ブルガリア人の日本文化観一その理解と日本文芸作品の翻訳 をめ ぐって一」
イ ンゲ マ リ ア ダ ニ エ ル ズ
15.9.9
IngeMariaDANIELS
164 (ロイヤ ル ・カ レ ッジ ・オブ ・アー ト客員 講師 ・日文研外 来研 究員)












エ フゲーニーS.バ ク シ ェ エ フ
15.12.9
EvgenyS.BAKSHEEV





(2004) (韓国 ・嶺南大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「風流の東アジアー美を生 きる技法一」

















(ロシア ・サ ンク トペ テル ブルグ大学 助教授 ・日文 研外 国人研究 員)
「知られざる歌麿一 『百千鳥狂歌合はせ』の詩的、文法的分析」




「セ ー ル ス マ ンの 死:サ ー ビス 残 業 ・湾 岸 戦 争 ・過 労 死 」
SEY正n
16.10.19 色 音
173 (中国社会科学院民族研究所研究員 教授 ・日文研外国人研究員)
「シ ャー マ ニ ズ ム か ら見 た 〈日本 的 な る もの 〉」
16.11.9
LEE靆
174 (韓国 高麗大学校 日語 日文学科教授 ・日文研外 国人研究員)
「明治期の外国人留学生と文明開化」
ア レ ク サ ン ダ ー マ ー シ ャ ル ヴ ィ ー シ ー
16.12.14
AlexanderMarshallVESEY
175 (米国 ス トー ンヒル大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「近世村社会における仏教僧侶の村人との仲介役的役割」




(2005) (ニュージーランド オタゴ大学 シニア ・レクチャラー ・日文研外国人研究員)
「国家主義者としての三島由紀夫一戦後の原点」












ノ エ ル ジ ョ ン ピ ニ ン グ ト ン
79
17.4.12 NoelJohnPINNINGTON
(ア リゾ ナ 大 学 助 教 授 ・日文 研 外 国 人 研 究 員)
叉 「中世能楽論における 『道』の概念一能役者が歩むべき 『道廻ノ
//
17.5.10 郷 孅 … 丶
180
(2005) (日文研外国人研究員)
「韓 国現 代 史 と 日本 に つ い て一1973年 か ら1988年 まで 一 」
17.6.14
イアン ジェームズ マ ク マ レ ン
IanJamesMCMULLEN
181















セ ル ゲ イ ラ プ チ ェ フ
17.11.16 SergeyLAPTEV
185 (マクシム ・ゴリキー文学学院助教授 ・日文研外国人研究員)









(2006) (ロンドン大学SOAS教 授 ・日文研外国人研究員)
「女形の身体 を描 く一肉体表現 と流光斎 一」





























「近代化 による農村 の変貌 とその捉 え方につ いて一中日農村 を比較 して一」
'
ダ リ アiユ バ ン バ リ ー テ
18.9.19
DaliaSVAMBARYTE
194 (リ トアニア ビリニュス大学講師 ・日文研究外来研究員)
「オセアニアの島々のイメージ形成をめ ぐって」




(カ ン タベ リー 大 学 教 授 ・日文 研 外 国 人 研 究 員)
「ニュージーランドの学生が学ぶ 「日本」一高等教育の社会科カリキュラムを中心に一」









プ ラ ッ ト ア ブ ラ ハ ム ジ ョ ー シ
19.1.16
PullattuAbrahamGEORGE
198 (ジャワハルラル ネルー大学日本語学科準教授 ・日文研外国人研究員)
殴 「日印関係とインドにおける日本研究一宮沢賢治の菜食主義の思想一Jノ
○ は 報 告 書 既 刊






国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー













注:ニ ュージーラン ドでは小学校までが義務教育 と定め られて いるため、
高等学校(HighSchool)で の教育は 「高等教育」にあた ります。
この冊子でい うところの 「高等教育」 とは、ニュージー ラン ドにお
ける 「高等教育」という意味で、日本国内で指すところの高等教育
とは異な ります。
